
 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

ニューズレター2019年 1月号（第 11号） 

「にほんご人」は日本語を使って何かをしようとする人の総称、「oi」は 

ベトナム語の呼びかけのことば。『にほんご人おーい』は日本語を使って 

コミュニケーションをするみなさんのためのニューズレターです。 

 

◆日本語力アップ 

 

◆シンチャオ先生と生徒 

・Tây Sơn中学校 Nguyễn Thị Mộng Diệp様 

・Lê Quý Đôn専門高校 Huỳnh Tấn Duy Bảo様 

・Phan Châu Trinh高校 Nguyễn Ngọc Nhu Ý様 

 

◆日本語でお仕事 

働く人―ベトナム人への質問 

株式会社マネーフォワード 人事総務マネージャー Nguyễn Ngọc Thanh様 

 

一緒に働く人―日本人への質問 

株式会社マネーフォワード 最高運営責任者 添谷 彰太 様 

 

◆もっといい先生になりたい！-国際交流基金 教師研修の講座受講生の声- 

・Toàn Tâm教育コンサルティング会社 社長 Phạm Thị Quỳnh Nga様 

 

◆日本語コンテスト参加者の声 

・第８回加計学園杯日本語弁論国際大会 優勝者 Hà Nguyễn Huệ Nhiên様  

・同大会 参加者 Nguyễn Thị Trâm Anh様  

・第３回日本語ディベート大会 優勝チーム代表 Lê Quỳnh Xuân Yến様 

・同大会 審査員 ベトナム日本文化交流センター 新井 潤日本語専門家 

・Nasic Cup日本語スピーチコンテスト 2018 最優秀者 Nguyễn Thị Trà様 

・同スピーチコンテスト 優秀者 Nguyễn Thị Thanh Tuyết様 

・同スピーチコンテスト 優秀者 Phạm Văn Phong様 

・尚友倶楽部日本研究論文コンテスト 入賞者 Văn Tường Vi様 

・同コンテスト 審査員 ベトナム日本文化交流センター 森近 美菜日本語指導助手 

 

◆日本への道 

 

◆まちかどのにほんご人 



 

 

～小さい「つ」のお話～ 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

日本語専門家 新井 潤 

 

 

みなさんは、小さい「っ」が好きですか。わたしは大好きです。大好き
すぎて、いろいろな「っ」をコレクションしているほどです。 
 
小さい「っ」は、いろいろなところに顔を出します。「でっす」←こん
なところや、「痛っ」←こんなところ、「べったべた」←こんなところに
まで出てきます。そして、小さい「っ」には、友だちがたくさんいます。
そうです、たっっっっっっくさんいるんです。 
 
この小さい「っ」たちをわたしは「発音の滞留」と呼ぶことにしました。
「発音の滞留」とは、本来なら何もないところで通常よりも長く発音を
するということです。 
さて、彼（彼女？）たちは、こんなところでいったいなにをしているの
でしょうか。 
ちょっと、詳しく見ていきましょう。 
 
  (1) 「いってらっしゃい」「いってきまっす！」 
  (2) はじめましてっ！新井です。 
  (3) このケーキ、とってもおいしいですね。 
 
本来なら「行ってきます」というところを「行ってきまっす」、「はじめ
まして」というところを「はじめましてっ」などと書いて（言って）い
ます。こうしたとき、わたしはここに話し手の気持ちを感じます。 
「行ってきまっす」や「はじめましてっ」と聞くと元気だなぁと思いま
す。「たくさんあります」よりも「たっっっっっくさんあります」のほ
うがたくさんあると感じます。「とてもおいしい」よりも「とっっっっ
てもおいしい」のほうがおいしいんだろうなと思います。 
 
みなさんもぜひこの小さい「っ」たちに注目してみてください。きっと
そこには小さい「っ」たちのいろいろな気持ちが隠れていますよ。 

 



 

 

この「シンチャオ先生と生徒！」のコーナーでは、日本語を教えるベトナム人教師とその生徒であるベトナム人学習者の双方にお話を伺います。今回はインド

ネシアのバリで行われた「にほんご人フォーラム 2018」に共に参加した教師と生徒、立場の異なる視点から感じたことや経験、感想を書いて頂きました。 

「にほんご人フォーラム」とは、ASEAN5 か国の日本語を学習している高校生と日本の高校生が、主に日本語を使用しながらグループでプロジェクトに取り

組み、その成果を発表する 7 日間のプログラムです。※いずれも執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

 
Nguyễn Thị Mộng Diệp 先生-Tay Son 中学校 
私は 2006 年からタイソン中学校でずっと日本語を教えております。今まで、

いろいろな研修に参加させていただき、貴重でよい経験ばかりさせてもらいま

した。そのおかげで、毎年自分の授業がだんだん改善できるようになってきま

した。特に、「にほんご人フォーラム」で高校生の勉強の仕方と能力が体験で

きて、本当に勉強になりました。 

「にほんご人フォーラム」では、教師プログラムと生徒プログラムを行います。

教師も生徒も日本語を共通語として交流します。 

にほんご人フォーラム 2018 インドネシアのテーマは「にほんご人アドベン

チャーinバリ」でした。 東南アジア 5 か国（インドネシア、タイ、フィリ

ピン、ベトナム、マレーシア）の人材だけではなく、日本の生徒も集まって、

日本語で自国の文化や教育が交換できました。このフォーラムの活動は、将来

国の役に立つ人材の能力を育成することです。教師は模擬授業と見学した授業

で特に生徒の「協力する力」と「批判的思考力」を育成するための方法や活動、

評価について、いっしょに考えました。教師や生徒はフィールドワークに出か

け、バリに住むにほんご人と交流できました。生徒は日本語を使いながら、多

様性や寛容さについて、体験したり、考えたり、ディスカッションしたりでき

ました。 

「にほんご人フォーラム２０１８インドネシア」に参加させていただき、何よ

り幸せです。五カ国の教師や生徒プログラムの日本人とインドネシア人チーム

ティーチングのいろいろな教え方、評価シートの作り方、授業活動など教えて

もらえて、自国で自分自身で授業をやっています。体験させていただいたこと

は本当に役にたっています。 

国際交流基金ジャカルタとかめのり財団のおかげで、「にほんご人フォーラム

２０１８インドネシア」という面白くて知識的なフォーラムが行われました。

心から感謝しております。 

 

Huỳnh Tấn Duy Bảo さん - Le Quy Đon 専門高校 
私は交流の二月前に JFS 2018 の交流会に合格したのを知らされましたが、時間が速く流れ

て、交流の前の日に、荷物を準備して、これは初めて外国へ行く旅なので、とてもうれしく

て、わくわくしました。でも、行く日は案外心配でした。七時ごろインドネシアのバリへ来

ました。そして、この旅は小さな事故から始まりました。私の荷物がなくなって、次の日の

朝の 1 時ごろ荷物がホテルに遅れて届くと約束して、九時にホテルに帰ることができました。

それはバリの初めの忘れられない思い出でした。だから、この旅についてとても心配しまし

た。次の日空港から荷物と謝罪のことばをもらいました。前の夜の心配は減少したけど、言

語のギャップというほかの困難がありました。私のルームメートはフィリピン人で、そして

一年間ぐらいしか日本語を勉強していないので、彼は日本語より英語で話したくて、時々二

つの言語を混ぜて話しました。でも私の英語がよくないので、話すことは難しかったです。

そして、バリの初めの朝が始まって、私は JFS 2018 に参加した各国の友達に会いました。

私たちがお互いにもっと理解できるように、プログラムではいろいろなグループを分けまし

た。各国の友達と一緒に参加する時、私はだんだん心配することを忘れて、うれしくなりま 

 した。言語も難関なのに、我らはだんだんもっと理解できて、日本語をよく使って、ただし時々日本語と英語を混ぜて使いました。JFS 2018 の活動は 21

世紀に必要なスキルとか、寛容さとか、たようせいとか、日本語人についてでした。そして、グループでインタビューして、日本語人について話して、観光

して、それに仕事を分けて、最後の発表について企画を立てました。我らはお互いに合力して、ついに大成功でした。風のように、JFS 2018 が終わる時刻

になって、証書を受ける時は涙がでるほど感動しました。将来、久しぶりにお互いに会って、グループで仕事をして、遊ぶことができるのを知っています。

バリから帰って、残念なことがたくさんあって、でも、私たちはいろいろなことを勉強しました。私にとって、一番大きなことは団結と協力と日本語人につ

いてもっと理解できました。それで、私たちは国が違っても、時間帯が違っても、文化と宗教と言語が違っても、私たちは日本語人という共通点があります。 

 

Nguyễn Ngọc Nhu Ý さん- Phan Chau Trinh 高校 
バリで面白い経験 

こんにちは。私はグエン ゴック ヌー イーです。ダナンから来ました。この夏にバリへ日本語人フォーラム２０１８イ

ンドネシアに参加しに行きました。８月２５日から８月３１日まででした。フォーラムで毎日色んなことを勉強しました。

グループの中での自分の意見の言い方を習いました。フォーラムのスタッフから多くの助けを受けました。バリで日本人と

日本語人をインタビューしました。とても親切でした。日本語人は日本語やアニメが好きとか、仕事とかで必要ですから、

日本語を勉強し始めました。日本語がとても上手です。また、私はいい友達ができました。私たちは一緒に勉強したり、遊

んだり、話したり、発表したりしました。きれいな思い出になりました。いつまでも忘れません。私も日本語人で、自分の

夢を実現するために、これからもっと一所懸命日本語を勉強するようにします。 



  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

    

 

◆なぜこの職場を選びましたか。 

私は技術・金融の分野で外資系企業に勤めたいと思いまし

た。Money Forward Vietnamに勤めれば、技術や金融に関

するいろいろな知識が得られると思いました。 

親会社の株式会社マネーフォワードは明確なビジョンとミッショ

ンを持ち、日本の自動家計簿・資産管理サービスは 700 万

人以上のユーザーを抱えるまでに成長してきました。 

私は、特にベトナムにおいてグループの全体的な発展に貢献

できる存在になりたいと考えています。 

また Money Forward Vietnamでは、外国人と一緒に働く

為、自身の外国語とコミュニケーション能力の向上につながっ

ています。 

◆業務内容を教えてください。また勤務時

間はどれくらいですか。 

私は、会社の人事兼管理部門で働いており

ます。勤務時間は、毎日 8時間で、月曜日

から金曜日まで、午前8時30分から午後5

時 30分です。 

会社として将来的には柔軟な勤務時間の

導入に取り組む予定です。 

◆日本人と働いていて驚いたことはどんなことですか。 

私たちは日本の会社ですが、ヨーロッパスタイルで働い

ています。日本の伝統的な会社のように遅くまで残る

ことよりも、仕事の成果とそれに対する責任を高く評価

しています 。 

当社は、午後 5時 30分ちょうどに帰宅時間を知らせ

てくれるシステムがあり、日本人も立ち上がってベトナ

ム人の社員に帰るよう伝えてくれます。私はこのような

日本の会社は見たことが有りません。 

◆働く上で大切にしていることはなんですか。 

同僚との意見交換は非常に大切だと思います。 

同僚と誠実に向き合い、お互いに敬意を持って

意見交換をすれば、グループ内のメンバーは常

に同じ意識を持つことができ、より早く問題を解決

できます。 

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったお話は

ありますか。 

会社では、毎週金曜日にプログラミング技術を

シェアする時間があります。時間があるときは、

現在の仕事に役に立つプログラミングソリューシ

ョンを聞くために参加したいと思っています。ま

た今週一番のテーマへの投票をみんなとする

時はとても盛り上がります。 

ベトナムの方への質問 

 

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日系企業で働くベトナム人の視

点から仕事について感じたことや経験についてお話を伺っています。

また、同一の職場で働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点

から仕事について感じたことや経験について記事にし、掲載していま

す。今号のインタビューに答えてくださったのは、ホーチミンにある IT

企業、Money Forward Vietnam Co., Ltdで働く Nguyễn Ngọc 

Thanh様（Human Resources and Administration Manager）

と添谷 彰太様（Chief Operating Officer）です。 



 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

日本の方への質問 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

Money Forward Vietnamはベトナムで設立したば

かりなので、そこにはいくつもの挑戦があります。日

本とベトナムの文化の違い、働き方の違い、考え方

の違い、言語の違い、人材獲得などです。 

私たちはこの段階における多くの課題を解決するた

めに協力し合っています。 

私たち、ベトナムの従業員は仕事を成し遂げて本

社の信頼を得たいと思っています。いずれはベトナ

ムでも金融サービスを提供していきたいです。 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコメン

ト、アドバイスをお願いします。 

 

現在、ベトナムでは日本語ができ、日本人とうまくコ

ミュニケーションができるプログラマーの数はまだ限

られているため、Money Forward Vietnamは外国

人とベトナム人の従業員との主なコミュニケーション

言語を英語としています。日本語でプログラミング

ができる人材が今後増えれば、ベトナムもしくは日

本で勤務することも可能だと思います。 

◆御社（貴社）の概要を教えて下さい。 

弊社、Money Forward Vietnamは自動家計簿・資産管理サ

ービスや、ビジネス向けクラウドサービスなど、お金に関する

プラットフォームを開発・提供している株式会社マネーフォワ

ードのベトナム現地法人です。 

マネーフォワードが日本で提供する様々なウェブサービス、

スマートフォンのアプリケーションを開発・運営しています。 

※執筆者のベトナム語を翻訳して掲載しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったお話

しはありますか。 

積極的に提案をしてくれる事がとても嬉しいで

す。会社運営でも、サービス開発でも決まった

ことを行うだけでなく、一人ひとりが考えて提

案・行動してくれるのは本当に頼もしいです。 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

ベトナム市場向けにウェブサービス、アプリケ

ーションを開発・提供することが夢のひとつで

す。せっかくベトナムの優秀なメンバーと一緒

に仕事をしているので、日本だけでなくベトナ

ム向けのサービスを作っていきたいです。 

もうひとつの夢はベトナムのメンバーに私の

ポジションを交代することです。優秀なベトナ

ムのメンバーがマネジメントにも増えていけば

良いと思っています。 

◆働く上で大切にしていることはなんで

すか。 

日本人、ベトナム人と分かれるのではな

く、ひとつのチームであることを大切にし

ています。積極的に声をかけ、話しやす

い雰囲気作りをしています。 

◆業務内容を教えてください。また勤務時間

はどれくらいですか。 

私は Chief Operating Officer として、社内・社

外の皆さんの協力を得ながら会社のオペレー

ションを行っています。また、Software 

Engineer としてマネーフォワードのサービスの

開発・運営も行っています。 

勤務時間は午前 8:30 から午後 5:30 までで

す。（2018 年 11月現在） 

◆ベトナム人スタッフと働いていて驚いたこ

とはどんなことですか。 

昼食の後にお昼寝をする文化があることに

驚きました。リフレッシュして午後の仕事に

取り組むのはとても良いなと思いました。 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコ

メント、アドバイスをお願いします。 

数ある言語の中から日本語を選んで頂き、あ

りがとうございます。日本語で仕事をするのは

本当に大変なことだと思います。皆さんの努力

のおかげで、皆さんの周りにいるベトナム人、日

本人の距離がぐっと近づき、相互理解が進ん

でいくと思います。応援しています！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その体験をもとに、2015 年から日本人の教師が作成した日本語の教案や資料を詳しく調べ、ベトナム人の教
師に合う教え方への改善を試みました。「一人一人のベトナム人の教師は、ベトナム語がわかる日本人の教師に
なる」という主張で、適切な場合のみベトナム語を使う授業を考え始めました。 

 一番大変だった事は、センターを立ち上げ、規模を拡大させる際に人事募集をかけることでした。また、他の
教師に細かい準備や日本語での導入を行ってもらうための説得も容易ではありませんでした。別のセンターでの
経験がある教師もいますが、当センターに勤めたら「見たことがない」教案で、一から教育を受けさせられたの
で、私も彼らもプレッシャーを感じました。しかしそれらを乗り越え、成果が着々と見られ始めました。「学生
が日本語で反応できるようになった」や「教師たちも日本語の会話能力がアップできている」と同僚の教師たち
からのコメントがあり、とても喜ばしいことだと感じています。 

 嬉しいこともありますが、日本語教育についてどこでも勉強したことがない私は、私自身を、ただ学習者とし
ての観点から見た有効的な勉強法を皆に伝える先輩だと認識している一方で、プロの教師たちがどのような教え
方をしているのかということにとても興味を抱いています。しかし、ベトナムの日本語教師の中ではそのような
交流機会が希薄でした。日本へ行き、日本語教師養成コースを受講することまで考えましたが、なかなか行ける
チャンスがありませんでした。 

 今年の 10 月に国際交流基金ベトナム日本文化交流センターのフェイスブックで日本語の初級と中級の教授法
のセミナーの広告を見て、プロの教え方を学びたいと思い、自分だけでなく当センターの他の教師にも声をかけ、
一緒に受講することになりました。今回行われたセミナーは、ベトナムの全都市で初めて行われる日本語教育に
ついてのイベントだとセミナーの当日に知り、「また現状の問題点ばかり取り上げる内容ではないか」と思い、
正直に言うとあまり期待していませんでした。しかし、セミナーは期待していたよりずっといいものでした。 

 直接、学生に教師として教えている私としては、新しい知識及び日本語教育に関する自分の中の疑問に答えて
くださったことに感動いたしました。そして、センターの管理者としての私は、当センターの教師に基本的な教
え方や教師としての工夫の意識を教えてくださったことに感謝いたします。 

私にとって今回の教授法のセミナーは、日本語教育についての知識や考えを補ってくれる有意義なものであり、
私自身の今後の構想を完全なものにさせてくれました。この仕事を始めて 4年目の今年、学生に「先生」と呼ば
れるにより値していると感じました。 

 このセミナーを開催してくださった国際交流基金ベトナム日本文化交流センターに感謝するとともに、地元の 

Hai Duong でも開講してほしいと心より願っております。このようなセミナーを通じて、地元の日本語教師の
質の向上と、ベトナム人の留学生や実習生の質の改善にもつながると考えています。 

セミナーの前はただの先輩だった。 

 

 私はファム・ティ・クワン・ガと申します。日本留学の経験を持っており、日本
の大学を卒業いたしました。当時、専攻が建設であり、教師になるとは全く考えも
しませんでした。日本語教師になったのは、偶然の出来事でした。帰国後、地元の 

Hai Duong省の日系企業に勤めていました。その際も、日本語を教える仕事に対し
て興味を持っていませんでした。５年前に 地元で日本留学ブームが起こり、教育
管理者になってくれないかと留学コンサルティング会社からの話が多くありまし
た。その会社に入ったことから、留学生に対する当時の日本語教育がどれほど大ざ
っぱなものなのかがよく見えてきました。当時の日本語教師は、ほとんどが自己流
であり、日本語能力を少し持ち、学生の前に立つ自信があれば簡単に先生になるこ
とが出来ました。日本語を教えるのに全てをベトナム語で進める授業も多く見られ
ました。 私も日本語教育の学校などに通っていません。しかし、日本の日本語学
校で学んだ学習者として「おもしろい日本語の授業」の体験をしました。 

【Toàn Tâm教育コンサルティング会社 社長 Phạm Thị Quỳnh Nga 様】 

～第 1回現職日本語教師教授法講座（若手日本語教師を対象とした初級授業教授法講座）受講生の声～ 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センターでは、ベトナムにおける日本語教育の推進のために、ベト

ナムの日本語教育の将来を見据え、日本語教育機関で日本語を教える若手教師（ベトナム人）を対象と

して研修を行っています。今回はハイフォンで行われた講座に参加された方にお話を伺いました。 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

―国際交流基金 教師研修の講座受講生の声― 
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【人文社会科学大学 Hà Nguyễn Huệ Nhiên さん】 

私はハー・グエン・フエ・ニエンと申します。環境の大切さ

についてスピーチさせていただきました。みなさんが環境

保護に関心を持っていただければ、うれしいです。これか

らも、プラスチックごみの減量化に努めましょう。 

【ダナン経済大学 Nguyễn Thị Trâm Anh さん】 

今年の 10 月、 私は加計学園のスピーチコンテストに参加しました。 とっても面白いコンテス

トでした。去年も一昨年も自分自身のことのテーマでしたが、今年は世界の問題のテーマで

す。 確かに、作文を作るとき、「難しいテーマだなー」って思いました。しかし、私は環境問題

を考えれば考えるほど、だんだんこのテーマは面白くなっていくと思いました。特に、参加して

いる人は 13～22 歳ぐらいの女の子でした。皆さん全力で頑張って環境について発表してい

たので、私は感動し、「今回強いライバルがたくさんいる！」って思った。実は私2年前の加計

学園のスピーチコンテストに参加して、2 位になりました。残念ながら、今回、私はまた 2 位に

なって、自分自身に勝つことができなかったと思っています。でも、諦めません！来年の加計

学園のスピーチコンテストに参加して 1位になりたい！楽しみにしています！ 

こんにちは。私はレー・クイン・スアン・イェンと申します。今Hutech大学の日

本学部の4年生です。日本語をはじめてから、4年になりました。日本語の

ディベートに初めて参加しました。 

このコンテストに参加して、とても熱狂しました。日本語を勉強する学生のた

めのコンテストで、日本語の能力を証明し、日本語が上達する機会です。

今回の論題は非常に実用的な生活に関するもので、生徒たちは書籍やイ

ンターネットを通じて豊富な知識を持っている必要がありました。そのため、

論争が非常に沸騰しました。私は日本の教師から多くの新しい知識を学び

ました。先生たちは私に非常に熱心で、多くのヒントやコメントをくれました。

そのおかげで、私はより強く感じて、自分自身に自信を持っていました。 

キララとHutech大学の日本学部とJapan Foundation に感謝したいと思います。教師が私にそのよ

うな有用なコンテストを与えてくれました。最後に、このコンテストを通して、本当に私は多くの自信を

持てました。日本語は難しいですが、私はもっと日本語を学ぶ意欲があります。将来もっと頑張りま

す。 

【ベトナム日本文化交流センターホーチミン執務室 新井 潤日本語専門家】 

日本語ディベート大会を見に行きました。ディベートは、言語能力だけではなく、テーマに関する十分な知識も必要ですし、高度な思考

力も要求されます。もちろん、チームワークも大切です。チーム一丸となって意見をまとめていかなければならないので、とても難しいな

と思いました。集中力も要求されます。相手側の日本語も理解した上で、反論しなければならないからです。自分たちの主張をまとめ

るのにいっぱいで、相手の意見を聞いた上で反論する余裕がなく、同じ意見の繰り返しになっては言うだけのチームもありました。ポイン

トは自分たちの立場の利点を説明し、いくつかの具体例をあげ、主張したいところは制限時間を十分使って、ゆっくり話すと説得力が増

します。今回の日本語ディベートの目的は、コミュニケーション活動をもちいた日本語運用能力の向上です。相手は敵ではありません。

一緒に答えを導き出す仲間です。ですから、与えられた課題を一緒に解決する姿勢がもっとも大事なのではないでしょうか。相手チー

ムの意見を尊重しつつ、そのうえで自分たちの意見をまとめて、主張できたチームはとても強かったです。 

9 月と 10 月にハノイとダナンで、第 8回加計学園杯日本語弁論国際大会が開催さ

れました。本大会では、『環境保護について ⁻私ができること⁻』をテーマにそれぞれ

の文化や習慣を背景に、熱く語られました。 

優勝者 

優勝チーム代表 
【Hutech 大学 Lê Quỳnh Xuân Yến さん】 

 

10 月 28 日にホーチミン市 HUTECH 大学で、ホーチミン市の高校生と大学生の日本語学習者を対象に、第 3 回 日本語ディベート大

会が開催されました。本大会は、ディベートを通してコミュニケーション力・思考能力の向上を目指すことを目的としています。特定のテ

ーマに基づいて、熱い論戦が繰り広げられました。 

※執筆者の日本語をそのまま掲載しています。 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

 

 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 
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スピーチ大会・訪日研修の感想 

日本人について私の印象は暖か

さ、親切さです。それはナジック

カップ団のおじさんの積極的な

案内と各大学の学生さんの暖か

い歓迎と私たちのような見知らぬ

人へのあるおばさんの手伝いで

す。日本、特に日本人が大好き

です。是非日本へ戻りたいと思

います。 

 

Nasic カップ日本語スピーチコンテストに参加し

て、訪日できるのは本当に素晴らしくて、忘れづ

らい体験だと思います。いろいろな所に訪問し

た後、日本の人とか景色などをもっと好きになり

ました。これからも日本語、日本の文化を学ん

でいって、いつか必ず日本に戻ります。 

2018 Nasic カップに参加でき

て、私にとっては素晴らしい体

験です。チャレンジして日本語

を鍛えることだけでなく、他の

学生との交流もできました。賞

である訪日旅行のおかげで、

日本人と日本文化がよく分か

るようになりました。本当にあり

がとうございました。 

国際交流基金と尚友倶楽部のおかげで 8 月～10 月

まで石川県で日本語の授業も日本文化の体験も参加

できました。色々なことを教えてくださいました。たくさん

話も聞かせてくださいました。 

「9 月のサンマが美味しい」や「近所の猫がカワイイ」な

どテイクアウト・コーヒーのように楽しくてあっという間に

終わるお話がありながら、苦くてもだんだん甘くなる暖

かいお茶のようなお話もあります。それは過去に困難

から逃げた少年が、今、優秀で毎日前向きの青年にな 
ったお話でした。栄養失調状態のご主人の「生きる気力」を期待していながら「妻として全力

で主人を支えるよ」と言った奥さんのお話などでした。その話の中に自分の話が含まれ、自分

の過去と将来も少しずつ明らかになりました。遠い所へ行って近いことを理解できるようになり

ました。たくさんきれいな思い出が出来て心に大切にとめて帰国しました。内灘の空がきれい

で、石川の人情味があふれ、素晴らしい訪日研修でした。どうもありがとうございました。 

【国際交流基金 ベトナム日本文化交流センター 森近 美菜 日本語指導助手】 

私は今回初めて審査会に参加したのですが、皆さん非常にレベルが高く、それぞれ関心がある異なるテーマについて書かれた論

文を審査するのはとても難しかったです。1次審査では、難しいテーマにも意欲的に取り組んでいこうとする姿勢があり、研究としてよ

く調べられていて、論述の構成がしっかりしている論文を、私は評価させて頂きました。また、2 次審査においては、インタビューを行

いました。そこでは、今後もそのテーマに関して研究を続けることに期待ができるか、そして本人がこれからも明確な目標や高い志を

持って将来を見据えているか等が高い評価に繋がります。 

応募者の皆さんが日ごろから日越の問題や課題に目を向け、広い視野で物事を観察していることに大変感銘を受けました。 

研究論文は、応募できる人に限りがあるかもしれませんが、ベトナムで日本研究を志している学生や研究者の皆さんは、来年是非

応募してみてください。日本語能力を向上させるだけでなく、入賞すれば日本の文化・社会を直接体験する貴重なチャンスが待っ

ています。来年も素晴らしい論文に出会えることを期待しています。 

 

【ハノイ貿易大学 Nguyễn Thị Trà さん】 

【ハノイ貿易大学 Phạm Văn Phong さん】 

 

【ハノイ大学日本語学部 Nguyễn Thị Thanh Tuyết さん】 

2018 年 9 月 13 日、ベトナム政府公認「ナジックカップ 日本語スピーチコンテスト

2018」がハノイ大学において開催されました。およそ100名を超える応募者の中から予

選を勝ち抜いた 13 名のベトナム人大学生の決勝大会にて、1 名の最優秀者と 5 名の

優秀者が選出されました。 

2010 年から始まった「尚友倶楽部 ベトナム日本研究学生・若手研究者 日本研究論文コンテ

スト」は毎年5月締切で論文を募集しています。1次、2次選考を通過した優秀な論文を執筆した

学生・研究者には訪日の機会が与えられます。今回も数々の素晴らしい論文が寄せられました。 

最優秀賞 

優秀賞 優秀賞 

入賞者 【ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学 Văn Tường Vi さん】 

 

※執筆者の日本語をそのまま掲載しています。 

※執筆者の日本語をそのまま掲載しています。 ※執筆者の日本語をそのまま掲載しています。 

※執筆者の日本語をそのまま掲載しています。 



 

この「日本への道」のコーナーでは、日本に留学経験がある、もしくは今現在留学中のベトナム人の方にお
話を伺っています。今回はアジア諸国で日本語を学ぶ優秀な高校生を日本全国の高校に招へいし、日本の高
校生と共に学び合い、国際交流を深めるという高校生アジア架け橋プロジェクトで現在福知山成美高等学校

に留学中の Trần Gia Bảo Viết さん、共に学ぶ島原 京吾さん、担任の荒木 貴美代先生にお話を伺いました。 

島原 京吾さん 
バオ君とは毎日一緒に授業を受け、休み時間では
互いにジョークを言い合ったりして楽しんで会話
しています。また休日にはクラスのみんなとケー
キ屋やラーメン屋に行ったり、ゲームセンターで
遊んだりして交流を深めています。バオ君の知ら
ない日本語は電子辞書で調べて英語でコミニケー
ションをとっています。なのでバオ君には英語の
大切さを気付かせてもらいました。 
バオ君はサッカー部に所属していて夜遅くまで練
習する努力家です。また彼はとても人気者で廊下
に出ればいつも誰かに話しかけられています。さ
らに写真がとるのが好きで知らない人でも[写真
を撮ろう]と言っていろんな人と交流しています。 
バオ君はどんどん日本語が上手になっていってい
ます。自分もバオ君のように頑張りたいです。 

 

荒木 貴美代先生 
BAO 君の担任の荒木と申します。 
アジア架け橋プロジェクトから本校に BAO 君を含め３
人の留学生が来ました。日々の授業のなかで、文化や習
慣の違いについて意見交換する機会もたくさんあり、
BAO 君はいつも積極的に自分の考えを述べてくれます
ので、日本人のクラスメイトの刺激になっています。彼
はとても素直で明るい性格なのでクラスにも馴染んで
います。また、彼はサッカー部に所属し、週３回程度練
習に参加しております。サッカー部には寮生も多く、生
活を共にする中で彼らとも仲良くなり、学年、クラスを
超えて友達ができたようです。先月は練習試合に出して
もらったと嬉しそうに話をしてくれました。体育祭で
は、クラス代表としてリレーに出場してもらいました。
クラブ生や寮生からも大声援を受け、一生懸命走ってく
れました。また、文化祭では、ベトナムの民族衣装を全
校生徒に披露でき、異文化理解の良い機会になりまし
た。あと３ヶ月で帰国すると思うと寂しいですが、残り
の時間を有意義に過ごして欲しいです。 

 

 

Trần Gia Bảo Viết さん 
私は 2 ヶ月日本に住んでいます。 ここでの生活に慣れてきました。今はサッカークラブに参加し、多くの友達を作
りました。私を多く手伝ってくれた親友は、阿部太陽さんと長島さん、島原さんです。毎日とても楽しく、エネル
ギーが一杯です。私の周りの人たちはいつも楽しく仲が良いです。私が現在学んでいる学校は成美高校です。ここ
は学生が学び、自分のあらゆる面を発展させられる良い環境だと思います。来たばかりの時は日本語をうまく話せ
なかったので、異文化や日常生活に困ることが多かったです。当初、日本人は非常に厳しく、友人になることは難
しいと思ったので心細かったです。しかし、出口さんに誘われサッカークラブに加入しました。サッカークラブに
加入して以来、友達が多くなり、生活に慣れ、毎日幸せになっています。 たくさん日本語やこれまで知らなかった
多くの日本のことが学べました。 ここに住んで経験を得たのでここで生きる初心者のためにいくつかのアドバイス
をしたいです。まず、自分の周りの人々を見るのに時間を使い、日本人の学び方、日本人の遊び方を勉強してくだ
さい。日本人と友達になる最初の方法は、できるだけ日本人の名前の覚え方を学ぶことです。最初は 難しいですが、
連想法で覚えてください。日本人に会い、名前を呼んで挨拶すると、いい印象を与えられます。そして心を開いて
もっと話してください。ノートや鉛筆でメモを取ってください。また 携帯電話を使って新しい単語を入力したほう
がいいです。スポーツクラブに参加することも、友達を作り、日本語を学ぶ最も良い方法です。できる限り全力を
尽くしてください。 

 
※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

 



 

Nguyễn Thị Tuyết Minh さん 
私はミンと申します。Quy Nhon 市の市民です。私は大学の時
から、日本語を勉強しました。そのため、日本語が話せます。
また、日本に２年間留学しましたので、日本語が滑らかに使
えます。私はいま就職しています。いつか日本語を使って仕
事がしたいです。私は通訳、翻訳などの仕事に興味がありま
す。日本語は難しいですが、日本語を勉強した時、たくさん友
達を作って、日本に留学もできて、色々な経験を積んでいま
す。そのおかげで、いまの私に成長しました。私はいつか勉強
したことをいかして、日本とベトナムの関係に貢献したいと言う
ゆめがあります。その夢のため、毎日頑張っています。 

Nguyễn Thị Lương さん 
おはよう、皆さん。私はルオンです。今年 26 歳です。今、ベトナムで日本語の
教師をしています。4 年前に日本語を勉強しました。私はとても日本の文化や
日本語や日本人などが好きです。日本に留学したことがあります。3 年間ぐら
い住んでいました。2 年前に日本語能力試験の N3 を取りました。日本の生活
は大変でしたが、経験をいっぱいもらいました。そしておもしろかったです。現
在、ベトナムにいます。毎日、日本語を使っています。ベトナム人の学生に日
本語を教えています。毎日、もっと日本語を勉強しています。私にとっては日
本人は情熱的です。 

「あれっ。日本語話せるんですか?!」          
街を歩いていると、いろいろなところで日本語が話せるベトナム人の方にお会いします。片言の日本語が話せる人から、流暢に話せる人
までさまざまですが、皆さん一人ひとりが何らかの目標を持って日本語を身に着けようとしているにほんご人だということが分かります。 
そんなにほんご人のみなさんから、どうして日本語が話せるのか、日本語を使ってどんなことをしたいかということについてお話を伺いた
く、このコーナーでは街角でばったりお会いしたにほんご人にインタビューしました。どうぞご覧ください！ 

発行／国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 
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     長田
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あさみ（同センター アジアセンター調整員） 

Lê Diệu Huyền翻訳／ （  フエ外国語大学）

Nguyễn Thị Lan（同センター アシスタントプログラムオフィサー） 

 

Cécile Lecer さん 
今私はハノイのワインショップのフランス人マネージャーです。ハ
ノイに 8店あります。私はある店から別の店へ行った。リンランで
日本人がいっぱいだから、時々日本語をしゃべります。4 年前初
めて日本に行きました。全然日本語が話せませんでした。一か
月間フランス語の学校で日本語を勉強しました。難しかった！
そしてフランスにかえりました。昨年私は日本にも一回行きまし
た。大阪で留学生でフランス語の先生でした。大阪大好き！私
は大阪は魅力的と賑やかな町だと思います。少し寂しいです…  
来年、ワインのソムリエをするためにほんに帰りたい！ 

2018 年は大変お世話になりました。 

2019 年も皆様にとってより良き年となりますように。 ＪＦスタッフ一同 

※執筆者の日本語を一部修正して掲載しています。 

 


